
荒
川
を
隔
て
て
東
京
に
隣
接
す
る

川
口
は
、
１
９
６
２
年
に
封
切
ら
れ

た
吉
永
小
百
合
主
演
の
名
作
映
画

「
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
あ
る
街
」
の
舞
台

だ
。
駅
東
口
の
８
階
建
て
再
開
発
ビ

ル
「
キ
ュ
ポ
・
ラ
」
７
階
に
あ
る
映

像
卜
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
「
メ

デ
ィ
ア
セ
ブ
ン
」
を
訪
ね
た
。
映
像

産
業
の
集
積
に
力
を
入
れ
る
川
口
市

が
、
開
館
さ
せ
た
ば
か
り
だ
。

係
の
人
に
案
内
し
て
も
ら
い
、
館

内
の
施
設
を
体
験
し
て
み
た
。
１
６

４
イ
ン
チ
の
ス
ク
リ
ー
ン
で
映
画
を

楽
し
ん
だ
り
、
録
音
、
編
集
ス
タ
ジ

オ
で
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
教
わ
り
な

が
ら
映
像
編
集
に
も
挑
戦
で
き
る
。

駅
前
で
、
い
つ
も
行
列
に
な
っ
て

い
る
の
が
名
物
の
大
判
焼
き
「
太
郎

焼
き
」
。
ひ
と
つ
１
０
０
円
で
買
い

求
め
、
甘
さ
控
え
め
の
素
朴
な
味
わ

い
を
楽
し
み
な
が
ら
、
本
町
大
通
り

を
南
東
へ
向
か
う
と
、
約
１
０
分
で

川
口
市
立
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
到
着

し
た
。
植
木
や
ミ
ソ
醸
造
な
ど
、
近

代
地
場
産
業
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て

い
る
が
、
や
は
り
目
玉
は
鋳
物
。
特

に
目
を
引
く
の
は
、
鋳
物
製
品
の
小

売
店
を
再
現
し
た
一
角
だ
。

大
正
時
代
か
ら
昭
和
４
０
年
代
ま

で
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
だ
る
ま
ス

ト
ー
ブ
や
鍋
な
ど
、
市
内
か
ら
集
め

た
鋳
物
製
品
が
並
ん
で
い
る
。
市
教

委
社
会
教
育
課
の
金
子
宏
章
さ
ん

（
３
９
）
は
「
富
士
山
型
の
川
口
鉄

瓶
な
ど
、
今
と
な
っ
て
は
貴
重
な
鋳

物
製
品
も
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

セ
ン
タ
ー
近
く
に
は
、
江
戸
時
代
、

将
軍
一
行
が
日
光
東
照
宮
へ
の
参
詣

途
中
に
立
ち
寄
っ
た
川
口
宿
本
陣
跡

が
あ
る
。
路
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る

と
、
鉄
を
溶
か
す
円
筒
型
の
炉
「
キ

ュ
ー
ポ
ラ
」
の
先
が
屋
根
か
ら
突
き

出
た
鋳
物
工
場
も
わ
ず
か
に
残
さ
れ

て
い
た
。

駅
へ
戻
る
前
に
、
映
画
の
ラ
ス
ト

シ
ー
ン
に
登
場
し
た
川
口
陸
橋
に
上

り
、
吉
永
小
百
合
に
な
っ
た
気
分
で
、

駅
の
方
向
を
眺
め
て
み
た
。
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
が
立
ち
並
ぶ
風
景
に
、
キ

ュ
ー
ポ
ラ
の
鉄
を
溶
か
す
明
か
り
が

夜
空
を
赤
く
染
め
て
い
た
時
代
が
、

と
て
も
遠
く
に
感
じ
ら
れ
た
。
（
さ

い
た
ま
支
局

丸
房
代
）

メ
モ

文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
間
は

午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時
半
。
月
曜

祝
日
休
館
で
、
大
人
１
０
０
円
、
小

中
学
生
５
０
円
。
メ
デ
ィ
ア
セ
ブ
ン

は
午
前
１
０
時
〜
午
後
９
時
（
土
日

は
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）
で
、
第

３
金
曜
日
休
館
。
録
音
ス
タ
ジ
オ
は

３
０
０
円
か
ら
利
用
で
き
る
。

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
・
川
口
駅

（
埼
玉
県
川
口
市
）


